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第 一 日赤 病 院栄 養 実 習 感 想

短食ニノー 浦 田 順 子

 明 日か ら病院実習だといふ晩は割烹着,ビ ニ.,.ルの

前かけ,三 角布,検 査証 と多少胸をわ くわ くさせなが

ら,こ れか ら一週間の病院実習 とい う未経験なるもの

を早 く経験 して見たい欲望にか られなが ら,床 につい

た。6月3日 始めての 日なので予定時刻 より早目に寮

を出て大体の時間をはか りこれか らの目安にした。赤

十宇の旗がひるが えつてい る大 きい建物がみえた。

 さあ今 日か ら0週 間ここで実習生活だ,が んば らな

くてはいけない と旗を見上げなが ら誓い もあ らただつ

た。私達は案内 されて地下室の特別調理室の事務室 で

皆が来 る迄待たされた。皆そろつた頃給食課長の黒川

先生がお見えにな り八名の検査証に目を通 された後 こ

の実習の心得,病 院の建立年時,入 院患者数,給 食人

員数 ・一般 謁理と特調のちがい,又 完全給食,完 全寝

具,完 全看護,及 び栄養士の仕事についてお話しがあ

つ た後,私 達8名 は4名 づっ._.,般調理 と特調に別れ,

私は3日 間_.般 調理 をす ることにな り1ま ず給食課長

さん と一諸に調理士 さん,配 膳婦 さん等に挨拶 して後

エプロン姿 もかいがい し く,ま ずいい渡 された仕事が

さや碗豆のすじむ きだつた。案外簡単な様でも患者 さ

んの料理 であるのでみじんの筋 も残 してはいけないと

思 うのでついむつか しくなる。友達か ら注意 されなが

ら,や っ とむ き終つた時はつめが痛かつた。なにしろ

900人 分 もの 量 をむいてしまったのだつ〉.r。

 それにあ きる事 も知 らないで,10時 頃よ り配膳し給

食車に運び1階,2階,3階 と各 々の患者 さんに間違

いな く渡 され る配墜婦は相当お疲れだろ うに真剣その

ものだつた。患者 さんにおいし く食べ させようとして

い らっしや る気持が動作に現われて本当に美しい と思

つた。

 私達8名 に も検食 して下 さい といわれ一般食 と患者

食をいただいた。寮食よりもはるかにおいしかった。
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その料理名は忘れたがお魚を使つてあつた ことだけは

おぼえている。なにしろ6日 間 もお魚の料理だつたの

で,私 達からいわせれば少々あいたのだが これは勝手

ないい草だ。調理士 さん・配膳婦さんの真剣な態度や

炊事場の清潔 さは これ以上言 う必要 もない と思います

〉〉ただ一つ気がか りだつたのは,き ゆ りとミシンコ

のおなますが入れてあつたお茶わんの縁が所々かけて

いた。これでは愚者 さん も良い気持はな さらなび でし

よう。

 こうして一 日の仕事が終つた時には立 ち通 しの疲れ

がでた様だつたけれ ど面白い実習の第一 日だつた。二

日目はね ぎの さらし,か ご一杯の きやべつの千切 り,

配膳な ど全て大量仕事だ。一般調理の実習生活は この

ように,① 大量生産のや り方,② 機械器具の取扱い操

作の習熟,③ 患者 さんの残食調査等であ り,未 経験な

ものを経験し得た。

 6日 か ら3日 間特調での実習だ。まつ栄養士さんか

ら予定献立表の作製方法 をな らつた。医者の食事箋に

よつて患者一人つつの食事をつ くるのだ。腎臓炎,糖

尿病,心 臓病,胃 かい よう患者等計90名 の各自の献立

を1日1日 つ くるといふこと並大抵の ことではなかろ

うと思 うと栄養士の仕事の重要性がわかつた。 さつそ

くbaked-appleを 作つて下 さい と栄養士 さんがいわ

れたので学校で習つたま!で いいのか しら? と思つ

てい ると,そ れ よりも簡単なや き方を親切に教えて下

さつた。さあ又一・つの新 しい作 り方をおぼえたぞとい
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ふ何 ともいえぬ快感があつた。又本当のオムレツが玉

子のみて作るのだ といふ こと もならつた。又栄養士 さ

んの仕事振 りを気を配つ てみてい ると,腎 臓病患者に

はNaC119～2●9,蛋 白質359と か,糖 尿病患者に

は砂糖なしでサッカリンを用いて甘味をだしてい らつ

しやつた。栄養士の仕事 はこんなに細かい ところまで

気を配つて身体的,精 神的に も大変疲れ る仕事であ る

反面,仕 甲斐のある仕事だなあ一と思い,栄 養士に対

す る私の視野が広 くなつた ことは,こ の実習のおかげ

だ。

 次の日は きゆ りの揚げ ものをした。この利用価値を

ただ割切にして酢の もみに使 うかマヨネーズで和える

か位にしか知 らなかつたが,又 違つた経済的なつ くり

方を知つたわけだ。後じやがい もの素焼 き,目 玉焼,

くず湯のす くり方,又grape-juiceの 適当な うすめ方

等今日学ぶところも多か≒)た。

 6月8日,愈 々最後の実習生活だ。午後 より栄養出

納法,栄 養月報等教えていただいたが,私 としては不

確な点があつたので,も う一歩深 く教えていただ きた

かった。か くの如 く私達8名 は一応病院実習生活で未

経験なる ものを少しで も経験したことに喜びの気持を

持つて給食課長,栄 養士,調 理士,配 膳婦 さん等に感

謝の意を表して第一 日赤病院の門を後にした。楽 しく

過 した実習生活がなつか し く思い出され もつ としてみ

たい と思つたのは私のみ ではなかつたろ う。それほど

私達はこの実習生活に愛着が湧いていたのだつた。


